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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第1１回講義レジュメ
講義日：２００８年６月２６日
自分史を仕上げていく／再度現代史の中に自分を位置づける
1. 完成させるには
(1) 完成に向けた自己管理をすること
　いくつかの管理票フォーマットを例示。どのようなやり方でも良いから、自己管理すること
(2) 小冊子にしてみる
　本文に前書き、後書きをつけて、全部揃えて印刷し、綴じて本にしてみること。ページ数は人によりまちまちだが、比較的少ない人、たとえば２０～３０ページぐらいの人は、サイズを１/２にして、ページ数を２倍にすると、本らしくなる。
2. ３種類の自分史
(1) 自分のため、子孫のための自分史
(2) 配布先限定の自分史（例えばクラス内及びセカンドステージ大学の先生限定）
自分の為の自分史を少し削ればできる。
ぜひこの２つは作って欲しい
(3) 一般の人に読んでもらうために出版する自分史
1 出版するとなると色々と手を入れる事が必要になる。例えば、自分史の中に出てくる家族、その家族が読んだらどのようなことを思うか、そのようなことも考えて、内容を吟味する必要がある。この判断は書いた本人しか出来ない。
2 書きあがった自分史のボリュームは人によってまちまち。それを一律のボリューム量に合わせることは難しい。
3 素材を出版社に提供して、出版に値する素材か判断を仰ぐことになる
4 自費出版という手もあるが、費用がかかる
3. 具体的に書くということ
(1) 現代の社会の仕組みについての教科書的理解は世の中に広く公開されている。しかし具体的にどうなっているかは、それぞれのことが、それぞれのセクターの中に閉じ込められてしまっていて、一般には分からない。具体的に書いてもらうことで、それが広く理解できるようになり、「現代史の中の自分史」の意味が出てくる。
(2) 仕事を通じて知った「社会的に重いことがら」。そのような事柄は一般にはそのセクターの中に閉じ込められてしまっていて、社会全体として共有されていない。自分史の中にそのようなことを書くことは、その事柄を社会として共有していくことに繋がる。
(3) 自分史を書いていて、「何故そうなっているのか、自分でも良く分からない」ということが出てくる。そのような時は、それで終わりにするのではなく、自問自答して少しでも答えに近づく可能性を探って欲しい
4. 再度現代史の中に自分を位置づける
(1) 「現代史の中の自分史」という趣旨から、年表を作って、現代史の中に自分を位置づけてきた。
(2) 団塊の世代は狭く捉えれば昭和４６～４７年生まれ。広く捉えれば、その前後５～６年を加えてよい。この団塊世代は日本の社会の中心にいて、移動するごとに周りに影響を与えてきた。
(3) 現代史を見るときは、１００年単位の大きな流れの中で見る必要がある。２０世紀はどういう世紀だったか、世界はどうだったか、日本はどうだったか、２１世紀はどうなっていくか。そのような中に自分を位置づけよう。
5. 前書き・後書きで、自分史を書いた自分の気持ちを残す
以上　
